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千葉県の教育の振興に関する大綱（素案） 
 

 千葉県は、千葉県教育委員会と連携し、千葉県、そして日本の未来を担う子どもたちの「強
く美しく元気な心」を育み、社会で自立し、自らを積極的に役立て生かしていこうとする態
度や能力を育てるため、次に掲げる「千葉県教育の基本方針～千葉の子どもたちの未来のた
めに～」と、子どもたちへのメッセージ「千葉の未来を担う子どもたちへ」を併せて、「千葉
県の教育の振興に関する大綱」と定めます。 
すべての大人たちと連携・協力して、千葉県で学び育つ子どもたちの明るい未来と有意義

な人生の創造を目指して、全力で取り組むことを誓います。 
 

平 成 ２ ７ 年    月 
千 葉 県 知 事  森 田 健 作 

 
 

千葉県教育の基本方針 
～千葉の子どもたちの未来のために～ 

 

○ 家族への愛情や他人を思いやる心、すべてのいのちを尊重する心など、豊かな人間性や

道徳心を育みます 
 
すべての教育の出発点となる幼児期からの教育や、人間としてのより良い生き方を学ぶ道徳教育の充

実を通じて、子どもたちに「人と人とは互いに助け合って生きているということ」、「相手の立場に身を
置いて考えることや人の話に素直に耳を傾けることの大切さ」などについて理解を促します。あわせて、
「家族への愛情」や「他人を思いやる心」、「すべてのいのちを尊重する心」など、子どもたちの豊かな
人間性や道徳心を育みます。 

   

○ 社会の変化に対応できる確かな学力と、将来への夢や希望を持って歩んでいく姿勢を育

みます 
 
   学びに集中できる教育環境づくりに取り組むとともに、子どもたちが学ぶことに意義と喜びを感じ、
習得した知識や技能を自らの思考力、判断力、表現力に結び付けて活用するなど、社会の様々な変化に
対応することのできる確かな学力を育みます。 
誰もが自らの将来に夢や希望を持ち、その実現に向けて、志と自信を持って歩んでいくことができる

姿勢を育む、キャリア教育の充実を図ります。 
 

○ たくましく生きるための健康・体力と、困難や逆境を乗り越えて生きていくための力を

養います 
    

基本的生活習慣の確立や体力づくりなど、子どもたちが生涯を通して、心身ともに健全で健康な生活
を送ることができる力を養います。 
勇気を持って困難に立ち向かい、いじめをなくそうとするなど、様々な逆境を乗り越えて生きていく

ための力を養うとともに、支援が必要な子どもたちに手を差し伸べる仕組みを充実させます。 
 

○ 郷土と我が国を愛し、日本人としての誇りを持つ心を育むとともに、世界に広く目を向

け、グローバル化に対応できる力を養います 
 
   千葉県民、そして日本人として、郷土と我が国を愛するとともに、日本の歴史を理解し、伝統と文化
を尊重し、日本人としての誇りを持つ心を育みます。あわせて、世界への視野を広げ、外国の歴史や伝
統と文化を理解するとともに国際社会で自らの考えを発信し、コミュニケーションができる力を養いま
す。 
  

○ 子どもたちへの愛情と熱意にあふれた質の高い教員の育成を進めます 
 
  子どもたちに対する深い愛情や人を育てる使命感に満ち、子どもたちの悩みや課題を真摯に受け止め、
全力で支えるなど、保護者や地域からも信頼される質の高い教員を育成します。 

 

○ 学校、家庭、地域の連携を深め、地域社会全体で子どもたちを育成する体制づくりを推

進します 
 
  子どもたちの学びや様々な困難への支援を進めるために、学校、家庭、地域、関係機関などの連携を
推進します。特に、親の学びの機会の提供など、教育の原点である家庭教育への支援を進めるとともに、
人として大切なことがらについて各家庭で教えることができるよう、また、家族の絆を深めることがで
きるよう働きかけていきます。 
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平成２８年度  第５８回全国社会教育研究大会 千葉大会(案) 

第４７回関東甲信越静社会教育研究大会（案） 第５１回千葉県社会教育振興大会（案） 
 

１ 大会スローガン   

千葉で語り合おう！ 未来を築く 人づくり・まちづくり 

２ 研究主題   

学び合い、支え合い、高め合う 社会教育の創造  

３ 趣 旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 参加対象 都道府県・政令指定都市・区市町村の社会教育委員及び社会教育関係者 

５ 参 加 料 一人 ５，０００円 

６ 期  日 平成２８年１０月２６日(水)～２８日(金) 

７ 会  場（全体会）千葉県文化会館  千葉市中央区市場町１１番２号 ℡ 043-222-0201 

          （分科会） ＴＫＰガーデンシティ千葉 （カンデオホテル千葉） 

千葉市中央区問屋町１－４５  ℡ 043-302-1721 

今日の社会は、グローバル化や高度情報化が急速に進展する一方で、少子化に伴う人口減少、住民相互のつなが

りの希薄化による地域コミュニティの崩壊が危惧されており、いじめ、児童虐待、孤独死・介護等の高齢者を取り

巻く問題等、地域環境は大きく変化し、さまざまな問題が社会問題化してきています。 

また、私たちが生活を営んでいく上で最も身近な学校、家庭、地域においても、そのありようが、変化してきて

おります。人材こそが資源であるととらえて本県では教育プランに取り組んできました。その第2期千葉県教育基

本計画｢新 みんなで取り組む『教育立県ちば』プラン｣が平成27年4月より、始まりました。 

今後も進展が予想される少子高齢化を踏まえ、県民一人一人が、その生涯にわたって自ら学び続け、必要とする

様々な力を養い、その成果を社会に生かしていくことが可能な生涯学習社会を目指していく必要があります。前述

の複雑化した社会問題に対しても、社会全体で取り組んでいくことが求められており、社会教育の役割がとても大

きいと考えるところです。 

 その中にあって、地域主権が唱えられ、｢新しい公共｣の考えも、広まりつつあります。千葉県では、それぞれの

地域の特性や強みを生かし、住んでいる人にも訪れる人にも愛着を持ってもらう地域づくりを進めています。特に、

東日本大震災以降、地域の絆が見直され、地域のつながりを活かしたさまざまな学習を通じて、人づくり・まちづ

くりをめざす社会教育への期待は一層高まってきていると言えます。 

このような時だからこそ、社会教育委員一人一人が自己の役割について再度見つめ直し、身近なところから人と

人との絆を大切にしながら、人づくり・まちづくりに向けて具体的に行動することが求められています。 

そこで、本大会では、｢学び合い、支え合い、高め合う社会教育の創造｣の研究主題のもと、分科会で全国の社会

教育関係者が一堂に会し、各地域での実践等について、情報を交換し交流を深め、つながりや支え合いを大切にし

た人と人との絆をとおして活力あるコミュニティづくりの形成をめざして研究協議を行うことを趣旨とします。 



 

８ 大会日程 

９ 主  催(予定) 

一般社団法人全国社会教育委員連合   関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 

第５８回全国社会教育研究大会千葉大会・第４７回関東甲信越静社会教育研究大会実行委員会 

千葉県教育委員会 千葉市教育委員会 

10 後  援(予定) 

文部科学省 千葉県 千葉市 千葉県市長会 千葉県町村会 千葉県国公立幼稚園・こども園PTA連絡協議会 

千葉県PTA連絡協議会 千葉県高等学校PTA連合会 特別支援学校PTA連合会 千葉県小学校長会 

千葉県中学校長会 千葉県高等学校長協会 千葉県特別支援学校長会 千葉県公民館連絡協議会 

千葉県公立図書協会 千葉県青年団協議会 日本ボーイスカウト千葉県連盟  

（一社）ガールスカウト千葉県連盟 （一社）千葉県子ども会育成連合会 千葉県連合婦人会 

日本海洋少年団千葉県連盟 千葉県ユネスコ協会連絡協議会 千葉県視聴覚ライブラリー連絡協議会 

千葉日報社 ちばテレビ 読売新聞千葉支局 朝日新聞千葉総局 毎日新聞千葉支局 産経新聞千葉総局 

日本経済新聞千葉支社 （株）ベイエフエム 

11 分 科 会  
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10:30～12:15 TKPガーデン

シティ千葉                     千葉県文化会館  

３日目 9:00   9:30                   12:00  

10/28 

(金) 

 受

付 

分科会別研修 

【ワークショップ型】 

    〔分科会ごとに解散〕        

TKPガーデンシティ千葉 

分科会名 テーマ 内     容 

第１分科会 学校教育支援の推進 学校教育を共に支える地域人材の育成 

第２分科会 家庭教育支援の充実 家庭の教育力向上を図る支援のあり方 

第３分科会 地域の教育力の向上 
子どもをとりまく活気ある大人のネットワークづ

くり 

第４分科会 社会教育委員の役割 
人づくり・まちづくりを進める社会教育委員の役割

（入門編） 

第５分科会 災害に強い地域づくり 
防災・減災、被災からの復興を目指す中での社会教

育の役割 
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(第 10期千葉県生涯学習審議会第６回会議及び平成２７年度第 2回千葉県社会教育委員会議資料) 

「千葉県子どもの読書活動推進計画（第三次）」に基づく「読書県『ちば』」の推進について 

                         千葉県教育庁教育振興部生涯学習課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生涯学習課および所管の教育機関における取組 

 １ 家庭における子どもの読書活動の推進  

 

   

 

 

 

○子どもの読書活動啓発リーフレット配付（乳幼児向けと小学生向け→３歳児と小学1年生の保護者に配付） 

 ・子どもの読書活動、家庭読書について啓発を図る。図書館司書が選んだ推薦図書100冊の紹介。 

○家庭教育リーフレット配付  保護者に対して、家庭学習や読書への取組を啓発する。 

○ウェブサイト「親力アップいきいき子育て広場」の活用    

・乳幼児期から家庭において読み聞かせを行うことや、思春期までに自主的に読書の習慣を子どもが身に付

けることができるよう支援することの大切さについて理解を促す。 

地 域  

◆子どもが本にふれる機会の提供 

◆読書活動に関わる人材の育成 

◆地域活動・地域行事における広報・啓発 

◆地域文庫・家庭文庫、ボランティア等の取

組への参加 

◆「本のある街」の推進 

 

学校等 

◆朝の読書等、読書機会の設定 

◆学校図書館の活用、充実  

◆司書教諭や学校司書等がいる学校図

書館の推進 

◆公立図書館との連携  

◆行事や「おたより」の利用による啓発 

◆本の読み聞かせ 

 

家 庭 

◆家庭読書の推進 

◆本の読み聞かせ 

◆大人が本に親しむ 

読書県「ちば」の推進 

連携・協力 

図書館等 

◆読み聞かせの普及   

◆図書館ネットワークの推進 

◆学校図書館との連携協力と支援 

◆読書活動推進の担い手支援、ボランティア活動の推進 

◆公立図書館の「子どもの読書活動推進センター」機能の

充実 

 

   

行 政 

＜千葉県＞  

◆子どもが本に親しむ機会の提供  ◆家庭読書の推奨  

◆読書活動の啓発  ◆「本のある街」の推進   

◆公立図書館と学校図書館の連携研修会等の実施 

◆読書活動推進の担い手育成 

＜市町村＞  

◆市町村推進計画の策定  ◆ブックスタートの推進 

◆学校司書の配置促進    ◆読書活動の広報・啓発 

◆読書活動に関わる人材の充実 

 

   

＜国＞ 

○「子どもの読書活動の推進に関する法律」（以下「推進法」という。）を平成１３年に公布・施行し、 

推進の基本理念を定める。 

・「子どもの読書活動に関する基本的な計画」を策定すること。→（平成２５年５月 第三次策定） 

・４月２３日を「子ども読書の日」とすること等を定め、読書活動の推進を図ること。 

 

＜千葉県＞ 

○「千葉県子どもの読書活動推進計画」を策定。（平成１５年第一次、平成２２年第二次） 

○第２期千葉県教育振興基本計画「新 みんなで取り組む『教育立県ちば』プラン」を策定。(平成２７年２月) 

 第３章－Ⅱ ちばのポテンシャル(潜在能力)を生かした教育立県の土台づくり～元気プロジェクト  

施策１１【 読書県「ちば」の推進】 

＜重点的な取組の方向性＞ （１）家庭や地域における子どもの読書活動の支援 

                 （２）学校等における読書活動の推進 

（３）図書館における読書活動の充実 

○「千葉県子どもの読書活動推進計画（第三次）」を策定。(平成２７年３月) 

「推進法」施行後の国の動向を踏まえ、第二次計画期間中における成果や課題、子どもを取り巻く読書環境の

変化等を検証し、本県の子どもの読書活動を一層推進するために、学校、家庭・地域、図書館、行政等が連携

協力し、「読書県『ちば』」を推進していく。 

 

 



  ２ 学校・地域等における子どもの読書活動の推進  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 子どもの読書活動に関する理解と関心の普及および啓発活動の推進   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 県立教育機関等における子どもの読書活動の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ５  子どもの読書活動推進体制    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書好きの子どもを増やし、子どもたちが、よりいっそう読書に親しむためには、学校や家庭、地域で本とふれあ

う機会を増やし、読書に対する興味や関心を持たせることが大切である。そこで、「千葉県子どもの読書活動推進

計画（第三次）」に基づき、県は、関係各課相互の密接な連携を図るとともに、国、市町村、図書館、学校、民間団

体、ボランティア等と連携・協力をさらに強化し、子どもの読書活動の推進ならびにその活動を支えるために重要な

人的・物的環境整備を進めていく。 

生涯学習課及び所管の教育機関である、さわやかちば県民プラザと県立図書館においては、連携強化のため

の会議を設け、各課・機関における取組内容について共通理解を図り、さらに相互補完し合いながら、密接に連携

を図り事業を実施していく。具体的には、読み聞かせ講座やお話し会等の実施により、子どもの読書活動推進の担

い手育成と子どもが読書に親しむ機会の提供や読書活動を支援する。加えて、県立図書館を中心とした「子どもの

読書活動推進センター」機能を充実させ、子どもの読書活動の推進を円滑に進めていく。 

第三次計画は、「読書県『ちば』」を推進するための具体的な設計図であり、本県の全ての子どもたちが、本に親

しみながら成長していくために、県民が共有する計画である。そして、市町村子ども読書活動推進計画策定の指針

として、また子どもの読書活動を推進する担い手が活動する際の手引きとなるものである。本計画をもとに、子ども

と本を「つなぐ」ため、大人や社会全体が連携をして環境づくりを進め、共有・協働により、子どもの本でつながること

が望まれる。今後とも、本計画と子どもの読書活動の普及啓発に努めながら、子どもが読書に親しむ機会の充実や

読書環境の整備に取り組んでいく。 

 

 

 

＜さわやかちば県民プラザ＞  
○読み聞かせ講座等を開催し、読み聞かせのスキルアップを図る。（一般と教職員対象の各講座を開催） 

○「おはなし夢空間」での図書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、読書活動及び手遊び等。 

＜県立図書館（県立３館）＞ 

○「子どもの読書推進センター」機能の充実。 

○「読み聞かせボランティア入門講座」の実施。(中央図書館)・・・読み聞かせボランティアのスキルアッ

プを図ることで、子どもを取り巻く読書環境の一層の充実を図る。 

○県立特別支援学校への訪問読書支援事業。(西部図書館) 

○学校図書館運営研修会。（東部図書館） 

○子ども読書活動に関する推薦図書等の各種リストの作成。県立図書館ホームページでの紹介。 

○市町村立図書館への支援、県立学校の図書館担当職員の研修、学校図書館への運営相談等。 

○「公立図書館と学校の連携を図るための研修会」の開催    

・学校図書館の活性化や、子どもの読書活動の充実・推進を図るために、公立図書館と学校図書館の効果

的な連携の在り方について研修を行う。 

○市町村ブックスタート事業の推進  

・市町村で行う０歳児健診等の機会に、赤ちゃんと保護者が絵本を介して、ふれあいのひとときを持つこ

との大切さを伝えるブックスタート事業を全市町村で実施するよう働きかける。 

○「市町村子ども読書活動推進計画」策定の働きかけ    

・市町村の推進計画策定状況調査や策定への働きかけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

○「千葉県子ども読書の集い」の開催 

・子どもの読書活動の意義や重要性について、県民の理解と関心を高めるための啓発イベントを行う。学

校、家庭、地域における子どもの読書活動の推進をめざす。 

○子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

・第三次計画の趣旨を周知するとともに、全県を挙げて子ども読書活動の推進を図る。 

＊「千葉県子どもの読書活動推進計画（第三次）」概要版リーフレットの作成、配付。 

   ＊千葉県ホームページや教育広報「夢気球」や県教委ニュース、ちば県民だより等の活用。 

 

 



（第１０期千葉県生涯学習審議会第６回会議及び平成２７年度第２回千葉県社会教育委員会議資料）

さわやかちば県民プラザの子ども読書活動推進への取組

１ 平成２７年度 「読み聞かせ・朗読講座」について
（１）目的
読み聞かせ・朗読に関心のある教職員を対象に、絵本の読み方や選び方や朗読の効果
に係る必要性を理解するとともに、絵本の読み方や選び方、朗読の仕方を学び、今後の
教育活動に生かす。

（２）受講対象者
幼・小・中・高・特別支援学校教職員

（３）開催日時
①平成２７年７月２２日（水）午前１０時から午後４時まで（朗読講座）
②平成２７年７月２４日（金）午前１０時から午後４時まで（読み聞かせ講座）

（４）受講者数及び校種別内訳
①朗 読 講 座：３８名（小２２名、中５名、高２名、特支９名）
②読み聞かせ講座：４０名（小２３名、中５名、高２名、特支９名、行政１名）

（５）研修内容及び講師
①朗 読 講 座 <講義> 朗読の効果と必要性、朗読の基本とポイント、情報交換

<実習・発表> 個人練習・グループ練習、全体発表、講評
○講師 朗読グループ主宰（元小学校教諭）

②読み聞かせ講座 <講義> 読み聞かせの効果と必要性及びポイント、絵本の選び方
<実習・発表> 本の持ち方や基本動作の練習、グループ練習

全体発表、講評
○講師 千葉県立中央図書館 上席司書２名

（６）千葉県子ども読書活動推進計画（第三次）との関わり
Ｐ２０（３）図書館等における取組 「カ 子どもの読書活動推進の担い手支援」

（７）その他
平成２８年２月５日（金）に一般を対象とした「読み聞かせ・朗読講座」を千葉県立
中央図書館の上席司書を講師に迎え実施予定。

２ 平成２７年度 「おはなし夢空間」について
（１）目的
①絵本や物語とのふれあいを通して、幼児期・児童期の子どもに読書の楽しさを伝える。
②保護者への読み聞かせに対する啓発を図り、家庭内での実践を促す。
③図書ボランティアの活動の多様化と活性化を図り、生涯学習活動の促進を図る。

（２）受講者
幼児・児童とその保護者

（３）開催日時
８月を除く第３土曜日（全１１回）午前１１時から１１時４５分まで

（４）内容
さわやかちば県民プラザの図書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、エプロンシア
ター、パネルシアター、紙芝居等の読書活動及び手遊び、歌等

（５）受講者の参加状況（１０月１４日現在） （子年齢別内訳）
０歳 １３

月 ４ ５ ６ ７ ９ 小計 １歳 １３
２歳 １２

人数 ４１ ４０ １８ ２１ １９ １３９ ３歳 １０
４歳 ８

内訳 保 １９ 保 １９ 保 １１ 保 ９ 保 １０ 保６８ ５歳 ７
子 ２２ 子 ２１ 子 ７ 子 １２ 子 ９ 子７１ ６歳 ４

７歳以上４
（６）図書ボランティアについて
①ボランティア数：１４名（男性３名、女性１１名）
②年齢構成：２０代１名、５０代１名、６０代４名、７０代７名、８０代１名
※課題としては、ボランティアの高齢化並びに後継者がいない状況にある。

（７）千葉県子ども読書活動推進計画（第三次）との関わり
Ｐ２３（４）行政における取組 県では「ア 子どもが本に親しむ機会の提供」



参加者 38 名
アンケート回収数 38 件
回収率

１　参加者について
①年齢 ②在住地

２　講座の受講について
①本講座の情報をどのように知ったか ②受講を決めた理由

３　講座の内容について
①内容の満足度 ②内容の分かりやすさ

③同様の機会に再び参加したいか
④本講座が仕事や活動に役立つか。
（役立てようと思うか）

平成２７年度読み聞かせ・朗読講座（朗読編）アンケート結果

100.0%

平成２７年７月２２日（水）

20歳代 

 4人 

30歳代  

6人 

40歳代 

 3人 

50歳代 

20人 

60歳代 

2人 

柏市 10人 

流山市 5人 

野田市 3人 松戸市 2人 茂原市 1人 
君津市 2人 

香取郡東

庄 1人 

市川市 2人 

我孫子市 3

人 

船橋市 3人 

千葉市 1人 

袖ヶ浦

市 1人 

八千代市 2

人 
印西市 1人 

仕事・

活動 

38% 

知的興

味関心 

21% 

スキル

アップ 

41% 

わかり 

やすい 

76% 

まあまあ 

16% 

そう思う 

76% 

やや思う 
16% 

業務上 

34人 

研修計画

書 

2人 

満足 

66% 

ほぼ満足 

31% 

役立つ 

76% 

まあ役立

つ 

19% 

あまり役

立たない 

5% 



参加者 40 名
アンケート回収数 40 件
回収率

１　参加者について
①年齢 ②在住地

２　講座の受講について
①本講座の情報をどのように知ったか ②受講を決めた理由

３　講座の内容について
①内容の満足度 ②内容の分かりやすさ

③同様の機会に再び参加したいか
④本講座が仕事や活動に役立つか。
（役立てようと思うか）

平成２７年度読み聞かせ・朗読講座（読み聞かせ編）アンケート結果

100.0%

平成２７年７月２４日（金）

20歳代 

 4人 

30歳代  

6人 

40歳代 

 3人 

50歳代 

21人 

60歳代 

2人 

柏市 11人 

流山市 5人 

野田市 3人 松戸市 2人 茂原市 1人 
君津市 2人 

香取郡東

庄 1人 

市川市 2人 

我孫子市 3

人 

船橋市 3人 

千葉市 1人 

袖ヶ浦

市 1人 

八千代市 2

人 
印西市 1人 

仕事・

活動 

32% 

知的興

味関心 

28% 

スキル

アップ 

40% 

わかり 

やすい 

76% 

まあまあ 

21% 

そう思う 

67% 

やや思う 

33% 

業務上 

37人 

研修計画

書 

2人 

満足 

65% 

ほぼ満足 

32% 

役立つ 

74% 

まあ役立

つ 

26% 



千葉県立中央図書館 

千葉県立西部図書館 

千葉県立東部図書館 

千葉県立図書館の 

子どもの読書活動推進への取組み 
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 自治体数  

  ３７市１６町１村 

 公立図書館が未設置 

    

     

   

   

【図書館】    

★市町村立図書館 

 本館７１ 分館８９ 

  

★県立図書館 ３館 

 

 

 

１ 県内公立図書館の状況 

２ 千葉県立中央図書館 

 所在地 千葉市中央区 

 創 立 大正１３年 

  （現施設は昭和４３年竣工） 

  

 延床面積 ６，１７１㎡   

 蔵書冊数 ８５６千冊 

 

 特 色 

 県関係資料、児童サービ
ス充実 

 千葉県公共図書館協会と
連携した支援・職員研修
等を実施 

 

 

３ 千葉県立西部図書館 

 所在地 松戸市千駄堀 

 創 立 昭和６２年 

   

 延床面積 ３，２６１㎡   

 蔵書冊数 ２６５千冊 

 

 特 色 

 自然科学・技術系資料が
充実 

 障害者サービスを推進 

 就職支援や健康医療など
課題解決支援等講座実施 

 

 

 

４ 千葉県立東部図書館 

 所在地 旭市ハ 

 創 立 平成１０年 

   

 延床面積 ３，５９０㎡   

 蔵書冊数 ２６６千冊 

 

 特 色 

 文学・歴史分野の資料が
充実 

 小規模図書館や図書館未
設置市町村読書施設への
支援 

 

 

 

５ 児童資料室 

 

児童資料室 

 ⇒中央図書館に設置 
   （３館のうち設置は中央図書館のみ） 

 

児童資料を所蔵、 

貸出、調べものの相談等に対応 

 

 蔵書冊数    約１０万冊 

 登録者数   １，４８３人 

 個人貸出冊数    

       ２５，７８７冊 

 参考調査件数 

        １，３０６件 

 

       （数値は平成２６年度）  

 



６ 子ども向け行事 

【おはなし会】 

 定例おはなし会 

 おはなし、絵本の読み聞かせ 

               〈５歳～   週１回〉 

 

 親子でたのしむ えほんの会       

 わらべうた、絵本の読み聞かせ 

           〈３，４歳と保護者 隔月１回〉 

 

 冬のおはなし会 

         〈３歳～保護者 年１回〉 

 

【図書館見学会】 

 アドベンチャーライブラリー 

         〈小・中学生と保護者 年１回〉 

 

 

おはなし会 

アドベンチャーライブラリー 

７ 出前おはなし会 

平成２７年度 

「妖怪のおはなし読み聞かせ会」 

 

 千葉県立中央博物館 企画展 

 「妖怪と出会う夏 in Chiba 2015」  

  連携事業（会場：中央博物館） 

 

 「千葉県民の日 

   スペシャルウイークス」 

  関連企画（会場：千葉そごう） 

 

  ＊県⇔そごう・西武 包括協定 

 

 

 

中央博物館 

千葉そごう 

８ 研究・活動への支援 

 

対象＝子どもの読書に関わる人 

  （ボランティア・教員・研究者・ 

   大学生など） 

 

 児童資料研究書コーナー 

・児童文学や子どもの読書に関する    

 研究書を収集 

・調査研究の相談に対応 

 

 読み聞かせボランティア 

 入門講座 

 絵本の読み聞かせについて、  

 図書館未設置市町村等で開催 

 

 

 

読み聞かせボランティア入門講座 

児童資料研究書コーナー 

９ 市町村立図書館への支援① 

 資料の貸出し 
 

〈委託巡回〉 

 県立３館＝週２回 

 

 県内全市町村＝週１回 
 （中心となる図書館・読書施設） 

 

    大学（５）、類縁機関（２）＝週１回 

 

〈委託巡回・宅配〉 

 高等学校・特別支援学校 
 

 

  ●図書館や学校等への貸出  

     

 〈児童資料〉                   

  １４，３８９冊 

       （２６年度） 

 

 

   〈資料搬送ネットワーク〉 

 

３コース 
週１回 

市・高校 

市町村 

市町・高校 

高校 

高校 

県立間週２回 

県立西部 

県立中央 

県立東部 

３コース 
週１回 

３コース 
週１回 

宅配 

宅配 

 

 

  

 

 

 

10 市町村立図書館への支援② 

図書館職員の研修   

児童サービス基礎研修会〈全５回〉     

 参加者 延２５６人  満足度９０．４％（２６年度） 
 

 児童サービスの基礎習得を目的とした研修 

 

 対象＝児童サービス経験０～３年程度の者 

 

 講師＝県・市町村図書館職員、児童文学研究者等 

11 学校への支援① 

 

高校や特別支援学校への
資料の貸出し 

 

 学校向け貸出用資料     
「学校セット」  

 教科の調べ学習に役立つテーマ、 

 文化祭、修学旅行用等 

１０３セット 

 

 セットにないテーマは、
教科や単元に合わせて、
本を選んで貸出 

 

学校セット 

本を使った授業の様子 



12 学校への支援②  

読み聞かせ講習会 

 保育の進路を希望している生徒
等向けに、職員が高等学校で、
絵本の読み聞かせについて指導 

 

市町村教委への派遣 

 市町村教委主催の学校図書館  

   司書や補助員等対象研修へ、 

   絵本の 読み聞かせ等について  

   職員を講師として派遣 

読み聞かせ講習会 

（平成２７年度） 

  君津市教育委員会 

  袖ヶ浦市教育委員会 

13 学校への支援（西部図書館）  

特別支援学校への 

    訪問読書支援事業 

 （平成２５年度～） 

 管内１１市に設置されてい
る特別支援学校（７校程度）
へ職員が訪問し、おはなし会
や図書館の運営相談等を行っ
ている。 

 

 

 

 

 

 

特別支援学校でのおはなし会 

 西部管内 協力車未巡回高等学校・特別支援学校への 

                     宅配サービス（平成２７年度～）   

     協力車未巡回校の求めに応じて、宅配便による資料搬送     

サービスを７月から開始した。 

 

14 学校への支援（東部図書館）  

 

・学校図書館運営研修会 

  東部エリアの高等学校、特
別支援学校図書館担当職員を対
象に、図書館運営の一助となる
よう必要な知識・技術を習得し、
担当者相互の連携を深める。 

 

 平成２７年度 

  「授業のための情報検索」 

 平成２６年度 

  「資料の簡易補修」 

「授業のための情報検索」 

 

  

 

 

 

15 子ども読書推進センター 



第１０期千葉県生涯学習審議会第６回会議及び 

平成２７年度第２回千葉県社会教育委員会議 次第 

 

 

日時：平成２７年１０月２７日（火） 

                       午後２時から 

会場：千葉県立中央図書館 講堂 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ 

（１）金子教育振興部長 

（２）中澤生涯学習審議会長兼社会教育委員会議長 

 

 

３ 報  告 

（１）千葉県の教育の振興に関する大綱（素案）について 

（２）社会教育における子供の貧困対策について        

  ・「全国都道府県教育長協議会 第２部会」調査研究内容及び取りまとめの進捗 

状況について 

（３）全国社会教育研究大会千葉大会について          

  ・概要及び進捗状況について 

（４）その他 

 

 

４ 協  議 

（１）「子どもの読書活動推進計画（第三次）」に基づく読書県「ちば」の推進 

について 

 

 

５ 諸 連 絡 

 

 

６ 閉  会 

 

 

 

 



千葉県生涯学習審議会委員・千葉県社会教育委員名簿 

 

[任期：平成２５年１１月１９日～平成２７年１１月１８日]  

 

 
氏  名 所  属  等 備考 

１ 大久保
お お く ぼ

 良
よし

孝
たか

 千葉市立鶴沢小学校長  

２ 黒澤
くろさわ

  真澄
ま す み

 白井市立図書館長  

３ 黒田
く ろ だ

 江
え

美子
み こ

 前浦安市教育委員会教育長  

４ 佐久間
さ く ま

 敦子
あ つ こ

 千葉県立柏中央高等学校長  

５ 千
せん

藤
どう

 尚
たか

志
し

 千葉県公民館連絡協議会顧問  

６ 高田
た か だ

  悦子
え つ こ

 特定非営利活動法人子どもネット八千代理事  

７ 立原
たちはら

 充彦
みつひこ

 千葉県 PTA 連絡協議会理事  

８ 田村
た む ら

 悦
え

智子
ち こ

 公益財団法人日本バレーボール協会評議員  

９ 中澤
なかざわ

 潤
じゅん

 千葉大学教育学部教授  

10 福田
ふ く だ

 正明
まさあき

 千葉テレビ放送株式会社顧問  

 

【五十音順 敬称略】 

 



大久保委員○ ○立原委員

黒澤委員○ プロジェクター ○田村委員

千藤委員○ ○福田委員

高田委員○

教育政策課 県民プラザ 教育振興部 生涯学習課 中央図書館 生涯学習課

M２ 松田 淺岡 金子 藤田 鵜澤 鵜澤
室長 所長 部長 課長 館長 室長

生涯学習課 中央図書館 西部図書館 東部図書館 生涯学習課 生涯学習課

加藤 高橋 河野 木内 矢部 飯田
主査 副館長 館長 館長 班長 室長

生涯学習課 生涯学習課 生涯学習課 生涯学習課 生涯学習課 生涯学習課

金木 宇野 鎌形 渡辺 梅澤 相浦
社教主事 社教主事 副主幹 副主幹 社教主事 社教主事

生涯学習課 生涯学習課 生涯学習課 葛南 東葛飾 北総 北総 東上総 東上総
菅井 遠山 常世田 東 赤澤 東 葉山 行木 久我

社教主事 社教主事 社教主事 社教主事 社教主事 社教主事 社教主事 社教主事 社教主事

入口

佐久間副会長
○

M3

　　　　　　第10期千葉県生涯学習審議会第６回会議及び
　　　　　　平成２７年度第２回千葉県社会教育委員会議座席表

期　日：平成２７年１０月２７日（火）
会　場：千葉県立中央図書館　講堂

黒田副会長
○

スクリーン

　　　　　　　　　M1　

中澤会長（議長）
○

 
 
報
道
関
係
者

 

 
 
傍
 
聴
 
者

 


